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経済産業省（2004a，2005b）の『新産業創造戦略』では、我が国経済の国際競争力強化や地域経済の活性化
に向け、７つの重点分野を決め、その中の一つに、社会ニーズ対応型産業として「健康・福祉・機器・サー


































































































































































































トしている。その投資によって、2004 年にはオランダでは 22 の新しいライフサイエンス会社が設立された。
その過半数以上は大学からのスピンオフで 13 件、企業からのスピンオフは 2件であった。このことは、近年
のバイオパートナー投資は、特に大学研究の商業化に焦点をあて、かつ着実に実を結んでいる、ということ







年の終わりまでに、ライフサイエンス企業の総数は純増加が 12 件、オランダ全体では 157 件ライフサイエン
スの会社があるが、前年に比べると８％増加した。オランダでは、金融市場が厳しい中においてもライフサ
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分、ワーヘニンゲンから 30 分の距離にあり、アメニティ性が豊かである。  




ランダ最大州のヘルダーランド（Gelderland）州 （面積 5000 キロメートル、人口 190 万人）にあり、ラン
ドスタット（Randstad）と呼ばれるオランダの中心部とドイツのルール地方（Ruhrgebiet）とを結ぶ東西コ
リドー（回廊）地帯（East-West corridor）の中程に位置し、交通が非常に便利である。高速道路が縦横に





























 次に、需要条件を見ていくことにする。オランダの国内総生産は約 4400 億ユーロ（2002 年）で、一人当
たりＧＤＰは、2万 9248 ドル（2001 年）である。オランダの農業生産額は、国内総生産の 2.2％であるが、
輸出総額の約 20％を農産物及び加工品が占めており、農業は貴重な輸出産業となっている。農業の輸出金額
はアメリカ、フランスに次いで、世界第３位の農業輸出大国である。その４分の 1 が畜産品である。なお、





















（CaMpina Innovation）、セミニス・ベジタブル・シーズ（SeMinis Vegetable Seeds）、ノルデュスＩＴ（Noldus 
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うソフトバイオへ特化しており、日本の目指すバイオの出口産業の一つのモデルといえる。研究者と学生は

























のもと、オランダの主要乳製品メーカーが加盟するオランダ酪農協会（Netherlands Dairy Industry 
Association）と、ワーへニンゲンＵＲ、マーストリヒト大学、ＮＩＺＯ食品研究所（ＮＩＺＯ Food Research）、
ＴＮＯ栄養食品研究所 （ＴＮＯ Nutrition & Food Research）等の企業・研究機関が連携して、科学的知見
のほとんどすべてが共有されているところが重要な点である。同センターの従業員は約 150 名。年間売上高
は約 1400 万ユーロである。  








































る。（a）バイオシステムズ・ゲノミクス・センター（Centre for BioSystems Genomics）：食用、非食用穀
物を改良して環境への影響を減少させるとともに、消費者の健康のために品質向上を目指した研究開発を行
























ードバレー・ビジネス・カフェ（Food Valley Business Cafe）」ではパートナーを探しているスタートアッ
プ企業に「気軽な出会いの場」を提供し、イノベーションリンク形成に貢献している。  
また、毎年開催される「フード・イノベーション・コンファレンス（Food Innovation Conference）」や












































 国の「バイオテクノロジー戦略大綱」（2002 年 12 月）によると、2010 年には 25 兆円（2002 年 1.3 兆円）
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減少等を目指し、９つの領域で 70 の具体的な数値目標を設定）し、それを受けて大阪府は、平成 13 年に、
「健康おおさか２１」を策定した。また、健康づくりの拠点として、大阪府立健康科学センターを開設した。 
 ２）健康増進法 


















































































































































大阪産業創造館 B－Platz（2005.02）『市場規模は数兆円 健康市場の行方』（財）大阪市都市型産業振興センター。 
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